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。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
等
に
よ
る
医
療
、
介
護
従
事
者
の
賃
上
げ
の
必
要
性
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

医
療
従
事
者
の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
等
の
関
係
法
令
に
基
づ

き
、
当
該
医
療
従
事
者
が
勤
務
す
る
医
療
機
関
と
当
該
医
療
従
事
者
と
の
間
の
契
約
で
決
め
ら
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。
政
府
と
し
て
は
、
診
療
報
酬
改
定
に
当
た
っ
て
、
医
療
経
済
実
態
調
査
に
よ
り
医
業
経
営
の
実
態
を
把
握
し
、
物
価
及

び
賃
金
の
動
向
な
ど
医
療
を
取
り
巻
く
諸
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
審
議
を

踏
ま
え
、
人
件
費
を
始
め
必
要
な
経
費
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
六
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て
も
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て

介
護
従
事
者
の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
当
該
介
護
従
事
者
が
勤
務
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
当
該
介
護
従
事
者
と
の
間
の
契
約
で
決
め
ら
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
今

後
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
中
で
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
並
び
に
給
付
の
効
率
化
及
び
重
点
化
に
よ
り
必
要
な
財
源
を

一



確
保
す
る
と
と
も
に
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
措
置
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


